




 『大切にした３つのこと』 （第二中） 明治大学 法学部    

              同志社大学 法学部 

僕が受験勉強を通して大切だと思ったことは３つあります。１つ目に勉強する癖をつけることです。い

きなり長い時間勉強しようと思ってもなかなか始められないので、最初は机の前に座って少ない時間で

も教科書や参考書を開くようにしました。２つ目は、11 月ごろまでに高得点を取れる科目を２つ持つこ

とです。僕は英語と日本史を夏休みに重点的に勉強し、その後に他教科の追い込みをしました。３つ目は

気持ちを強く持つことです。なかなか良い結果を出せないときには気持ちが焦りました。しかし、「自分

はできる」という気持ちを強く持って最後まで取り組みました。受験勉強は本当に大変でしたが、しっか

りと計画と作戦を立てれば結果もついてきます。皆さんも最後まで頑張ってください。 

 

『受験を通して伝えたいこと』 （第一中） 愛知大学 法学部 法学科 

北九州市立大学 法学部 法律学科 

まず私がみなさんに伝えたいことは３つあります。１つ目はセンター試験が大切だということです。そ

の点数によって受験のほとんどが決まってしまうと言っても過言ではないので、みなさんにはセンター

試験（共通テスト）の勉強を早くからしてほしいと思います。２つ目は継続することの大切さです。私は

国語が苦手だったので諦めずに毎日解きました。その結果、本番では目標の点数をとることができたので

何かにつまずいても諦めずに努力し続けてほしいです。３つ目はコンパスルームでの勉強は最高だとい

うことです。コンパスで勉強する生徒は高い目標を持って努力している人ばかりなので、自分も負けずに

頑張ろうと思いました。この合格は決して自分だけのものではありません。仲間や先生方、家族など今ま

で支えて下さった方々に恩返しできるように大学では頑張ります。 

 

『受験は団体戦』 （第二中） 岐阜大学 医学部 看護学科 

私は毎日コンパスルームに行って勉強し、英語・数学・理科のそれぞれ決めた教材で学習し復習を中心

に行うことによって基礎を固めました。勉強を続けていると、やりたくないなと思うことも増えてきまし

たが、そんな時に支えてくれたのは友達でした。友達がいることで、私も頑張らなきゃと思いました。夏

休みが終わると推薦入試があり、センター試験の勉強や推薦入試の準備など本当に毎日忙しかったです。

そんな時に支えてくれたのは、多くの先生方でした。担当の先生はもちろん、他の先生方も、面接練習に

付き合ってくださり、そのおかげで本番も落ち着いて試験に臨めました。私の受験はまさに団体戦で、一

人では決して乗り越えられなかったと思います。受験を通して、人としても大きく成長できました。 

 

『自分の進むべき道』 （付知中） 長崎大学 多文化社会学部 多文化社会学科 

防衛大学校 理工学専攻 

僕は将来パイロットになりたいと思っています。しかし、万が一にパイロットという職業に就けなかっ

た時のことを考えると、大学では自分の好きな英語を究めたいと思い長崎大学への進学を決めました。僕

はこの選択に後悔など全くしていません。僕は常に「パイロットになる」という目標のために、旭陵留学、

英検や TOEICの受験、生徒会活動、JAXA主催のエアロスペーススクールへの参加など様々なことに全

力で取り組んできました。また、大学受験と並行して、航空自衛隊航空学生の採用試験を受け、その最終

試験では T７という航空機を自分の手で操縦するという、非常に貴重な経験をさせていただきました（試

験には合格しました）。こうしたすべての取り組みには、大学受験以上の価値があると思っています。た

とえ小さなことでも自分で行動を起こすこと。自分自身を成長させるかは自分にかかっています。 



『志望校に合格するために』 （第二中） 愛知県立大学 情報科学部 情報科学科 

私が一番大切だと実感したのは普段の授業姿勢です。家庭学習などの一人で勉強するときにも今まで

授業で習ってきたことがどうしても必要になってきます。日ごろから真剣に勉強に取り組んでいれば勉

強を苦に感じることも少なく頑張り続けることができました。他にも休み時間などの隙間時間を有効に

活用しました。自分の一日の生活を振り返り無駄な時間を少しずつでも勉強にあてることで、後に結果に

つながってきました。また、勉強以外では規則正しい生活を心がけました。睡眠時間を削って勉強するよ

りも、集中と休息の切り替えをしっかりと行い質の高い勉強をできるように意識しました。努力すればす

るだけ必ず結果は返ってきます。その結果、三年生の初めから志望していた大学に合格することができま

した。最後まであきらめないで頑張ってください。 

 

『早めに入試の対策を』 （神坂中） 静岡文化芸術大学 文化政策学部 文化政策学科 

私は志望校を早く決めて入試に向けて早めから準備を進めることができたことが合格の要因だったと

思っています。担任の先生に勧めてもらい２年生の時にオープンキャンパスに参加し、ここに進学しよう

と決意しました。その頃から大学についての入試情報を集めたり、講義を受けに行ったりすることができ

たのはすごく大きかったと思います。私は２年生の３月から Z 会の文系小論文の通信講座を受講しまし

た。何時間も考えて何度も書き直した答案用紙が添削で真っ赤になって返ってきた時はすごく悔しかっ

たのですが、論じ方や言葉の選び方など自分では絶対に気づけないようなことまで細かく指導してもら

えて、小論文に必要な力をつけることができました。 

 

『進路は自分次第』 （福岡中） 龍谷大学 文学部 歴史学科 

高崎経済大学 経済学部 経済学科 

僕は受験を通して自分を見つめなおすことができました。僕は一年生と二年生の時に学びたいと思っ

ていたことが自分の本当にしたいことなのかを三年生になって疑問を持ちました。今から進路を変える

のは遅いのではないかとたくさん悩みましたが、いろいろな先生に相談して進路を変えました。三年生か

ら進路を変えても勉強は間に合います。進路にもよりますが、一年生から毎日勉強してきた英語と数学は

ほとんどの場所で受験科目として利用します。僕は理系クラスで文学部を受験することに決めましたが、

歴史を使うことなく国語、英語、数学で受験することができました。ですので後輩にはもし他人に流され

て進路を決めていたり、少しでもやりたいこと、勉強したいことが変わったりしたらじっくり自分を見つ

めなおして考えてみてほしいと思います。 

 

『失敗からの学び』 （落合中） 静岡大学 情報学部 情報科学科 

私は試験本番で大きな間違いをし、目標点数には遠く及びませんでした。結果に落ち込み目標がブレて

しまった私に、担任の先生は道を示し背中を押してくれました。面接練習担当の先生は、私のために一生

懸命になってくれました。友達は下手に励まさず、「宮川らしい」と笑ってくれました。描いていた進路

とは異なる道へ進むことを決め、私は合格を勝ち取りました。結果なんてどうなるか分かりません。で

も、結果に向けて頑張ったことはしっかりと残ります。志望していた大学に向けて勉強したことは消えま

せん。大きな目標に向かってしてきた積み重ねは、何かしらの結果を生みます。あと、私たちにできるこ

とは、その結果を良いものにしていくことだけです。 

 

 



『先輩からの学び』 （岩邑中） 富山県立大学 工学部 機械システム工学科 

私が普段の生活で本当に大切だと思ったことは、その年のうちに一年間の復習をしておくということ

です。１年生の時も２年生の時も先輩方から言われたことは、「１、２年の復習はその年のうちに終わら

せておく」ということでした。当時の私はその言葉を軽く受けてとめていましたが、いざ３年生になった

とき受験本番までほとんど余裕がない事に気がつきとても焦りました。また、これは私も身をもって経験

しましたが、試験本番では何が起こるか分かりません。今までの模試では良い判定が出ていた大学でも、

本番で失敗して思った通りにならないこともあります。後悔しないよう努力を怠らないでください。 

 

『深い学び』 （坂本中） 富山大学 理学部 数学科 

私は推薦入試で数学科を受験し合格しましたが、その上で数学についての知識を深めました。特に志望

校が決まってからは数学を特に重点的に勉強してきました。勉強している中で私が大切にしてきたのは

公式の深い理解です。数学にはたくさんの公式があり、ただ暗記しているだけという人が多いと思います

が、私は１年生の頃から公式の成り立ちから意識して覚えていました。他に私が意識していたことは簡単

に答えを見ないことです。答えを見れば問題の理解はできますが類似問題が出たときに太刀打ちができ

ません。そのためしっかり問題に立ち向かいどうすれば解けるのか、どういった方針をたてるのかを日ご

ろの授業、自主勉強から取り組むのがよいと思います。 

 

『後悔から』 （苗木中） 京都産業大学 経営学部 

福山市立大学 都市経営学部 都市経営学科 

学校での授業内で知識を頭に入れることが大切だと感じました。せっかく習った内容をもう一度家で

覚え直す時間が勿体ないと何度も思い、授業をもっと上手く活用するべきだったと後悔する機会が多か

ったです。また受験生として納得のいく勉強をすることができず、自分の弱さを痛感しています。受験を

通してこれからの多くの課題に気づきました。今後の大学生活で改善していきたいと思っています。これ

から受験を経験する方には、自分を見つめ直し、弱さを克服した上で合格を掴み取ってほしいです。そし

て、晴々しい新たな生活のスタートをきってほしいと思います。 

 

『新たな自分との出逢い』 （阿木中） 三重大学 教育学部 理科教育コース  

私にとって受験はとても辛く逃げだしたいものでした。ですが終えてみると、新たな自分に出逢うこと

ができ、今まで気づかなかったことに気づくことができました。私は推薦入試に落ちて、初めて挫折を経

験しました。今まで努力は報われると信じ、何事にも一生懸命取り組み自分の目標を達成してきました。

ですが努力が報われず、友達がみんな合格する中でとても悔しい思いをしました。それ以降、始発でコン

パスルームに通い、放課後も、家でも、たくさん勉強をしました。それが自信となり、センター試験や二

次試験でも自己ベストの結果を出す事ができました。努力はすぐに報われなくても、必ず自分を強くさせ

てくれることに気付きました。また、先生や家族、友達などたくさんの人に支えられていることにも気付

かされました。これから先、前を向いて自分の道を進む中で、使命を見つけ果たしていきたいです。 

 

 

 

 

 



『夢への一歩』 （恵那西中） 岐阜県立看護大学 看護学部 看護学科 

私には、小学生の頃から看護師になりたいという夢があり、地域の人々の暮らしを支え、地域貢献でき

る看護師になりたいと考えていたので地域基礎看護学を学ぶことができる岐阜県立看護大学の推薦入試

を受けることを決めました。自分自身と向き合い、何を学び、どんな看護師になりたいのかを考え、試験

では自分の思いを伝えることができたと思います。また、推薦入試には高校の評定も合否に関わってくる

ので、高校の授業やテストに手を抜かずに取り組めたことが良かったと実感しています。先生、友達、家

族、たくさんの人に支えられ、推薦入試を受験することができました。感謝の気持ちを忘れずこれからも

自分の決めた進路に向かって努力し続けていきます。 

 

『学校生活の充実』 （加子母中） 信州大学 工学部 機械システム工学科 

３年生になるまで私は大学の調査をあまりできておらず、推薦入試に挑戦しようと決めたタイミング

も周りより大分遅れていました。自分の行動が遅いことによって不利になることも多々あったので受験

は早めの行動が大事だと改めて実感しました。しかし、僕は１年生の頃から HR 役員を務めたり、部活

動や英検の勉強などを積極的に取り組んだりしてきました。そのおかげで、面接の時には自分のアピール

ポイントがたくさんありました。入試本番にはそれらを有効に活用することができたと思います。受験で

は何かひとつでも胸を張れることがあると自信になるので、自分の良さを語れるように日々の生活を充

実させていきましょう。 

 

『高校生活での頑張りから』 （恵那北中） 信州大学 工学部 水環境・土木工学科 

私は公募推薦で合格しました。私にはひとつだけ高校生活でこれだけは頑張ったといえるものがあり

ます。それは部活動です。私は硬式野球部に所属し、３年生で主将を務めました。疲労骨折といった怪我

をしましたが、それを乗り越え自信をつけることができました。それが面接で聞かれた時には不安もなく

答えることができたと思います。ひとつでも何かに全力で取り組むことは大切だと思います。野球部時代

に挨拶、礼儀を学ぶことができ、それが今でも役立っています。一人ではここまで生きてこられなかった

ので出会った全ての人に感謝しています。中津高校に入ってよかったです。ありがとうございました。 

 

『入試を通して』 （釜戸中） 岐阜県立看護大学 看護学部 看護学科 

推薦入試を受けるにあたって自分と向き合うよい機会となりました。私は２年生の後期まで自分の将

来をぼんやりとしか考えていませんでした。本当に看護師を目指したいのか、どのような看護師になりた

いのか、まず人に頼らず自分の頭でしっかり考えました。そして、３年生になってから慌てて考え始めた

私を支え、助けてくれた家族や先生方にはとても感謝しています。私が推薦入試という道を選択し合格で

きたのも家族や先生方のおかげだと思っています。絶対に看護師になってよい報告ができたらなと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



『自分に合った勉強法』 （付知中） 愛知教育大学 教育学部 中等教育理科専攻  

私は平日２、３時間、休日 12時間を目標に勉強していました。しかし、勉強の質よりも量ばかりを重

視してしまっていたので勉強法を学び直しました。そこで、模試でできなかったところを確認→その範囲

を勉強し直す→模試を解き直すという流れが大切ということを学びました。この順序で行うようになっ

てからわからないところの定着度が格段に上がったと思います。勉強してもなかなか伸びず辛く思うこ

ともありましたが、合格した時には応援してくれた家族や友達、先生が喜んでくれたことが一番嬉しかっ

たです。最後に第一志望を最後まで諦めないでほしいです。色々なことに挑戦して、夢に向かって頑張っ

てください。 

 

『友達の存在』 （坂下中） 公立はこだて未来大学 システム情報科学部 情報学科 

私は夏休みに毎日１0 時間くらい勉強していました。それでも夏休みが終わっても成績は全く伸びず、

むしろ落ちていく一方で、だんだん不安になっていきました。ですが夏休みが終わって１0月ごろになっ

てくるとだんだんと結果が出てきて不安も和らいでいきました。私が最後まで受験勉強を頑張れたのは

友達の存在が大きかったと思います。夏から国公立大学の後期試験の直前まで、私は友達と一緒に勉強し

たり、少し談笑したりと、友達がいなければ最後までやり切ることはできなかったと思います。来年度は

試験の仕様が変わりますが、現役生と浪人生の違いも少しだけ小さくなることになります。頑張ってくだ

さい。 


